
合葬墓　厚真町朝日遺跡（縄文時代晩期前葉）

表紙解説
　平成24年度の調査で確認された８体の合

がっそうぼ

葬墓です。骨の残りは悪く、人骨の位置が確認できる程度です。墓坑は、南北
方向に細長い長円形で、長軸の長さ2.33ｍ、短軸の長さは1.11ｍです。写真の左下が北、右上が南にあたります。北側と
南側にそれぞれ4体合葬され、頭部は、手前のものが左から順に、北、南、南、北を、奥のものが、左から順に、北、南、南、
南を向いています。年齢、性別などは不明ですが、歯が数点採取できたので、現在分析中です。
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　今年度は、道内6市町に所在する8遺跡で発掘調査を実施しました。以下、調査成果を時期順に略述します。
旧石器	 　今年度の調査では検出していません。
縄文早期	 　釜

かま や

谷８遺跡では、主に調査区北側の大坪沢川沿いに、頁岩のフレイク・チップ集中が検出されました。点数50,000点を
超えるフレイク・チップ集中の中に「トランシェ様石器」が200点以上あり、スクレイパーの製作跡とみられます。ここか
らは前葉のノダップⅠ式や七

ななえ

飯町国
こくりつりょうようじょうら

立療養所裏遺跡Ⅰ群といった、爪形文・貝
かいがらふくえん

殻腹縁文が施された土器が出土しています。
都
みやこ

遺跡では中
なかちゃろ

茶路式、大
おおひら

平４遺跡とオニキシベ１遺跡では東
ひがしくしろ

釧路Ⅳ式といった後半の土器が少数出土しています。
縄文前期	 　大平４遺跡でフレイク・チップ集中が検出され、前半の春

かすがちょう

日町式土器が出土しています。オニキシベ１遺跡では静
しずないなかの

内中野
式土器が少数出土しています。

縄文中期	 　大平４遺跡で後半期に属する竪穴住居跡や土坑が検出されています。竪穴住居跡は平面卵形で先端ピットと周溝を持つもの
です。伴う炉は地

じしょうろ

床炉と石組炉のものがあります。この竪穴住居跡の周辺からは凝灰岩製の三脚石器が14点出土しています。
土器は、大

おおあんざい

安在B式からノダップⅡ式にわたる時期のものが出土しました。当
とうべつがわさがん

別川左岸遺跡でも平面卵形の竪穴住居跡が検出
され、うち1軒は先端ピットと周溝を持つものです。中期から後期にかけての土坑、焼土も検出されています。土器は、円筒
上層a・ b式・見

みはらしちょう

晴町式・大
おおあんざい

安在B式・ノダップⅡ式土器が出土しています。釜谷８遺跡でも円筒上層式土器が出土しています。
	 　都遺跡では、中期後半中ごろから後期前葉の竪穴住居跡、土坑、石組炉などが検出されました。竪穴住居跡には平面卵形

のものもあり、炉は地床炉と石組炉とを持つものがあります。オニキシベ１遺跡ではこの時期とみられるTピットが検出さ
れています。中央の沢状地形を中心に溝状のものが分布し、調査区東側には坑底に杭列のある小判形のものがみられました。
中葉から後半の土器が出土しています。

縄文後期	 　都遺跡の調査区東部で前葉の盛
もりど

土遺構とこれを切る竪穴を確認した。盛土遺構からは、涌
わきもと

元式・トリサキ式土器が多く出
土しています。

	 　釜谷８遺跡では、南側の沢沿いにまとまって竪穴住居跡、フラスコ状を含む土坑、焼土などが検出されました。前葉の
天
てんゆうじ

祐寺式～涌元式土器が多く出土しています。
	 　当別川左岸遺跡ではトリサキ式、大平４遺跡では大

おお つ

津式～ウサクマイC式土器が出土しています。オニキシベ１遺跡では
初頭の土器が多く、キウス11遺跡には中葉の土器片の集中がみられました。

縄文晩期	 　朝日遺跡は厚
あつま

真川右岸段丘から続く緩斜面上に立地し、土坑、焼土などを調査しました。土坑はほとんどが墓坑とみられ、
27基で人骨とその痕跡を確認しました。うち1基は8体の合

がっそうぼ

葬墓。副葬品は少ないのですが、ヒスイ製の勾玉、漆塗腕輪な
どが出土しています。包含層からは突瘤と爪形文が特徴の土器や美々３式（幣

ぬさまい

舞式）、タンネトウL式などの土器、土偶、コ
ハク玉などの玉類などが出土し、イノシシ歯や大量のシカ骨なども検出しました。

	 　キウス11遺跡では前葉と後葉の土器片の集中と双
そう

礫
れき

が検出されました。大平４遺跡では末葉の土器が少数出土しています。
続縄文	 　朝日遺跡で墓坑を検出しました。後

こうほく

北式期の様相を残す北大Ⅰ式期の土器を伴ったもので、刀子やガラス玉が副葬された
墓もありました。

　　　　　　　　幌
ほろない

内D遺跡では、北大ⅠおよびⅡ式土器の時期の土坑が検出されました。ほとんどが墓坑とみられ、径80㎝前後の円形
のものが主体です。砂岩等の礫が坑中に充填されたものもみられました。副葬品は少なく、土器や針状鉄製品などが出土し
ています。平面形が楕円形のものでは四隅に柱穴があるものもみられました。これらの墓坑は調査区南側にまとまり、特に
西側段丘縁で高密度になる傾向がありました。

　　　　　　　　キウス11遺跡では前半の土器片の集中が検出され、少数ですが後半の土器も出土しました。
擦
さつ

文
もん

文化期	 　幌内D遺跡で竪穴住居跡を調査しました。3軒は2ｍほどの隅丸方形で中央に炉があるもの、1軒は前半期のもので一辺約
4ｍ、竈

かまど

・外柱穴が確認されました。一辺2～ 3ｍの四本柱の掘立柱建物跡も確認しています。また、調査区北半に列をな
すように分布する長方形の土坑を検出しました。墓坑とみられますが、副葬品はありませんでした。キウス11遺跡では土
器少数が出土しています。

アイヌ文化期	 　今年度の調査では検出していません。

　遺跡は、せたな町大成区の市街地から北西側に約0.7km、日本海に注
ぐ笠島の沢川左岸、海成段丘上の標高約27～ 30ｍに立地しています。
　遺構は、竪穴住居跡11軒、土坑32基、柱穴様の小土坑57基、石組炉
跡９ヵ所、焼土跡８ヵ所、配石・集石４ヵ所、遺物集中３ヵ所、盛土遺
構１ヵ所を検出しました。これらは縄文時代中期後半から後期前葉の時
期のものです。
　出土した遺物は約20万点を数え、このうち盛土遺構からは約12万点出
土しました。土器は縄文時代後期前葉の涌元式やトリサキ式などが多く
出土しています。石器では石鏃が多く、礫石器類では扁

へんぺい

平打製石器や台石・
石皿等が出土しています。剥片石器に用いられる石材は、頁

けつがん

岩の割合が
高いものの、黒曜石を素材にしたものも渡

おし ま

島・桧
ひや ま

山地域のなかでは比較
的多く見られます。

○平成24年度の発掘調査概要

○せたな町 都
みやこ

遺跡

遺構の調査
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　遺跡は、ＪＲ渡島当別駅から北東へ2.5㎞、茂
も へ じ

辺地川と当別川に挟まれ
た海岸段丘上に立地しています。調査区は北から南に緩やかに傾斜して
おり、標高は69～ 73ｍです。平成24年度の調査は、Ａ・Ｂ・Ｃの３つ
の地区に分けて行いました。
　平成23・24年度の２ヵ年の調査で竪穴住居跡４軒、土坑19基、Ｔピッ
ト２基、焼土６ヵ所、礫集中２ヵ所を検出しました。
　住居跡は、Ａ地区では縄文時代中期前半頃の竪穴住居跡１軒が検出さ
れ、平面形は隅丸方形で、地床炉があります。Ｂ・Ｃ地区では縄文時代
中期前半頃の竪穴住居跡を３軒検出しました。
　遺物は、土器が縄文時代中期（円筒土器上層a・b式、見晴町式、大
安在Ｂ式、ノダップⅡ式）～後期（涌元式、トリサキ式）のものが約
23,500点、石器等は石鏃・つまみ付きナイフ・スクレイパーなどが約
5,000点出土しました。

　遺跡は、厚真町市街地から北東へ約2.5㎞、厚真川中流域右岸の丘陵か
らのびる緩斜面上に位置します。標高は22～ 26ｍです。この地域は、古
くから種々の工事のたびに、遺物が出土する町内でも有名な遺跡でした。
　遺構は、縄文時代の土坑62基、Tピット2基、焼土46ヵ所などで、土
坑は大半が縄文時代晩期の土坑墓と考えられます。62基中23基に人骨が
残っており、中には、８体が確認された合葬墓1基、頭部付近からヒスイ
の勾玉が出土したもの1基、漆塗りの腕輪を装着したもの2基があります。
　また、続縄文時代北大期の土坑墓も7基確認されました。石製やガラス
製の玉類や刀子などの金属製品が出土しています。
　遺物は、土器は、縄文時代晩期のものが主体で、調査区全体から細か
く割れた状態で出土するものが大半です。石器は、石

せき

鏃
ぞく

の出土が多く、
この他に、土偶や耳飾りなどの土製品や石棒、琥

こは く

珀製やヒスイ製の玉類
が出土しています。

○厚
あ つ ま

真町朝
あ さ ひ

日遺跡

○平成24年度の発掘調査（追加）

○北
ほ く と

斗市当
とうべつがわさがん

別川左岸遺跡

包含層の調査

土坑（P-9）の調査

○千
ち と せ

歳市キウス11遺跡
　遺跡は、道東自動車道千歳東インターチェンジから東北東へ約900ｍ、
馬
まお い

追丘陵を開析する小河川の一つ、チャシ川（モウシ川）の源頭部北側
にあります。遺跡の標高は21～ 24ｍで、西へ緩やかに傾斜しています。
本遺跡から西へ約400ｍの地点には、縄文時代後期の集団墓地として有
名な国指定史跡「キウス周

しゅうていぼ

堤墓群」があります。
　発掘調査の結果、土器約900点、石器等約70点が出土しました。土器
は縄文時代晩期のものが比較的多いですが、縄文時代後期、続縄文時代、
擦文文化期のものもあります。石器では、磨製石斧の刃部破片と石鏃が
多く出土しています。

包含層の調査

土坑墓土偶 ヒスイ製勾玉
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　平成8年から3年間、芦
あし

別
べつ

市の滝
たき

里
さと

遺跡群の調査に携わりました。「遺跡群」は空知川中流域に点在する44ヵ所の遺跡の総称で、滝里
ダム建設工事に関連して、平成元年から平成10年の間に、22遺跡、面積約19万㎡が調査されました。そのうち、平成8年に調査した、
滝
たきさとやすい

里安井遺跡のP-22とした土坑から、大量の琥
こはく

珀玉が出土しました。他に片岩製の石斧などを伴い、お墓と考えられます。
　琥珀玉は、続

ぞくじょうもん

縄文時代初め頃（本州の弥生時代に相当）のお墓から、たくさん出土す
ることが知られていて、主に道央から道東・道北の遺跡に多くみられます。同じ頃、道
南では、やはりお墓から玉類が多く出土しますが、こちらは、碧

へきぎょくせい

玉製管
くだたま

玉といって、本
州の弥生文化と関係の深い遺物が副葬されます。
　琥珀玉と管玉の分布は、道央部で重なりますが、同じ遺跡内のお墓でも、琥珀玉と管
玉が一緒に副葬されることはなく、それぞれ、別のお墓から出土するのが通例です。こ
れらの分布の違いは、前の時代の縄文時代に、道央から道東・道北に拡がった在地系土
器（地元北海道の）文化と道南の亀ヶ岡土器（主に東北地方の）文化の伝統がそれぞれ
引き継がれたことを示しています。この後の、後

こうほくしき

北式土器文化の時代になると、全道が
ひとつにまとまり、お墓に副葬される琥珀玉と管玉は激減します。
　さて、滝里安井遺跡のP-22ですが、図や写真などの記録を取り、琥珀玉を取り上げま
した。ざっと数えても軽く1,000点は越えそうです。水洗してみると、残りの良いもの
から風化して脆くなっているものまで、いろいろです。水漬け状態だと安定しているよ
うですが、これでは、どこにも動かせないし、遺物の観察もできないし、将来的に活用
できない。どうしよう・・・保存処理しなきゃ。
　滝里遺跡群では、平成４年の滝里33遺跡の調査で、琥珀玉が副葬されたお墓が１基調査されていて、滝里安井遺跡のものは２例目です。
その時の記録を調べたり、当センターで保存処理を担当している、先輩の田口さんとも相談して、今回の例は数も多いので、気化するの
が速く有機質の琥珀が溶けない、アセトンという有機溶剤に、パラロイドB72というアクリル樹

じゅ し

脂を溶かしたもので処理することになり
ました。さっそく、取扱いの説明を受け、薬品等をいただいてきました。

　琥珀玉は、現場段階で水洗し、完形のものと、ほぼ半分に割れたもの、破片の3つに
分けました。数えてみると、完形のもの3,235点、ほぼ半分のもの319点、破片770点で、
合計4,324点です。知る限りでは、道内で最大の出土数です。この時点で、割れたもの
については、接合作業を行いました。
　次に乾燥です。急激に水分を奪わないように、サンプルケースの水を捨てた後、新聞
紙を切ったものを数枚置き、こまめに取り替えます。水分を新聞紙に吸着させながら、
徐々に乾燥させていきます。風化したものも崩壊せず、うまく乾燥できました。実は、
この乾燥作業が、その後の保存処理がうまくいくかどうかの大事なポイントです。この
時、カビ防止などのために、間違ってもエタノール（除菌スプレーなどの成分）を使っ
てはいけません！琥珀玉が溶けちゃいます。
　いよいよ処理にかかります。まずは、パラロイドB72の10％溶液を作ります。正確に
計量して、とりあえず250ml作りました。溶剤として使うアセトンは無臭ではなく、狭

い作業室に人が大勢いる中での作業は憚
はばか

られるので、勤務時間終了後、人
ひとけ

気がなくなってから始めることにしました。
　破片で試してみます。個体ごとに風化の度合いが違うので、処理時間も違うはずです。最初に、まさに琥珀色を呈する、残りの良いも
のから浸します。特段の変化なし。次に風化が激しく、光沢の無いものを浸します。琥珀玉から気泡がぶくぶくと出てくる。アクリル樹
脂が浸み込んでいくのがわかります。いくつか試すと、光沢があるものはほんの少し浸
けるだけ、風化しているものは気泡が出なくなる程度で、処理できることが分かってき
ました。
　ここで、問題あり。溶剤に使っているアセトンは気化が非常に速いので、作業中にど
んどん溶液の濃度が上がってしまうのです。正確に10％溶液作ったのに・・・。
　さて、どうする？　もともと風化の度合いは個体ごとに違うし、気泡が出る出ないを
目安にしているし・・・。
　えいっ！　溶液が濃くなったらアセトンを足し、薄くなったらパラロイドB72の10％
溶液を足すことにしました。目分量です。数百個ほど作業していると、溶液を手の指先
につけるだけで、何をどのくらい足せばよいのか、だんだん分かってきました。老舗の
鰻
うなぎ

屋や焼き鳥屋の「秘伝のたれ」みたいな感じです。日付が変わりそうな時刻ですが、
もう少しで感覚がつかめそうなので、作業を続けます・・・。こんな事を繰り返しながら、
数日かけて4,000個以上の琥珀玉をすべて処理しました。琥珀玉処理マイスターの誕生です。
　ところで、琥珀玉の作り方ですが、これまでの研究成果から、原石を加工・研磨し、丸い棒状の素材を作る。孔

あな

をあける。輪切りにする。
という工程が考えられています。4,000個の中に、直径がわずかに違うが、面取りの位置が同じもの、例えるとピーラーで皮をむいた人参
を輪切りにしたようなものがあるので、もとは棒状だったのでしょう。また、孔をあけ直している例がいくつか見られます。切ってみたら、
孔が玉の中心になかったのであけ直したのでしょう。これらのことから、先ほど述べた工程で作られたと考えられます。

○どうする？　4,000点の琥珀玉

P-22 遺物出土状況

水浸け状態の琥珀玉

P-22 出土遺物
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　滝里遺跡群で調査された、琥珀玉が副葬されていたお墓は、5遺跡で10基になります。出土総数は、完形のもの8,806点、破片を含める
と13,858点です。
　調査報告書の刊行後、琥珀玉は、糸をとおしネックレス状にして、遺跡のある芦別市へお返ししました。琥珀玉はその後、道内や本州
の展示会に何度も出品されています。これらは、芦別市星の降る里百年記念館で見られます。また、道立埋蔵文化財センターの展示室でも、
芦別市さんからお借りして展示しています。ご来館の際は、すっと通り過ぎず、じっくり見てください。結構うまく出来ているでしょ？
　15年以上たっても壊れてないよ。

　（第2調査部第3調査課　課長　村田　大）
参考文献　　　（財）北海道埋蔵文化財センター　1993『滝里遺跡群Ⅲ』北埋調報80

　　　　　　　（財）北海道埋蔵文化財センター　1997『滝里遺跡群Ⅷ』北埋調報123

　　　　　　　（財）北海道埋蔵文化財センター　1999『滝里遺跡群Ⅸ』北埋調報137

　

　  担当調査員のこころに残ったセンター調査遺跡・遺物

　広報誌「テエタ」が創刊された平成 9年 3月以前に当センターが発掘調査した遺跡・遺物等において、当時の担当調査員のこころに強
く印象が残っていることがらを連載しています。今回は、村田課長が担当いたしました。

事  業  者 事    業    名 市町村 遺跡名 面積（㎡）

国北

土海

交道

通開 

省発

　局

札幌開発建設部
道央圏連絡道路泉郷道路工事 千歳市 キウス３ 4,930 

国営かんがい排水事業 長沼町 幌内A 675 

函館開発建設部 高規格幹線道路函館江差自動車道 木古内町

大平 606 

大平４ 1,420 

札苅７ 10,825 

室蘭開発建設部 厚幌導水路工事 厚真町 厚幌１ 1,440 

網走開発建設部 旭川紋別自動車道遠軽地区 遠軽町 金山６ 1,230 

北

海

道

渡島総合振興局 北檜山大成線 都 55 

胆振総合振興局 厚幌ダム建設事業 厚真町

オニキシベ１ 3,314 

イクバンドユクチセ２ 1,600 

イクバンドユクチセ３ 9,200 

上幌内３ 8,000 

上幌内５ 300 

合計 43,595 

○平成25年度発掘調査予定一覧

○平成24年度発掘調査一覧

事  業  者 事    業    名 市町村 遺跡名 面積（㎡）

国北

土海

交道

通開

省発

　局

札幌開発建設部 道央圏連絡道路泉郷道路工事
千歳市 キウス 11 2,523 

長沼町 幌内Ｄ 3,038 

函館開発建設部 高規格幹線道路函館江差自動車道

北斗市 当別川左岸 2,442 

木古内町
大平４ 7,054 

釜谷８ 8,414 

北       

海   

道

渡島総合振興局 北檜山大成線 せたな町	 都 2,895 

胆振総合振興局
道道上幌内早来（停）線特改１種工事

厚真町
朝日 1,760 

厚幌ダム建設事業 オニキシベ１ 10,566 

合計 38,692
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　早いもので、私が昭和 59年に埋蔵文化財センター図書室の仕事に携わって 29年が経とうとしています。昭和 59年に札幌市中央区南
15条西 17丁目から札幌市中央区南 26条西 11丁目に本部が移転するための、「図書室の引っ越し」準備からこの仕事に携わることにな
りました。最初に図書室の存在を知った頃は、この仕事をするようになるとは想像もしませんでした。そして間もなく定年を迎えます。
そこで「埋蔵文化財センター図書室」についてお話させていただきます。
　私が最初に図書室を見たのは、昭和 54年の当センター設立当時の所在地・札幌市中央区南 15条西 17丁目にあった当センターの本部
でした。そこは元病院だった施設で、「図書室」と言っていましたが、むしろ「書庫」というような佇

たたず

まいでした。最初の移転は昭和 59年、
移転先は南 26条西 11丁目の旧計量検定所でした。そこはその用途から非常に変わった造りでした。引っ越してしばらくは書架に余裕が
ありましたが、報告書の刊行冊数が増え寄贈される数が増えるに従い手狭になり、部屋を増やし書架を増やしてきました。
　その後、当センターは平成 11年 4月に現在の江別市西野幌の北海道立埋蔵文化財センターに移りました。移転する前には、南 26条の
本部の他に北 26条にも事務所がありましたが、移転により事務所は一カ所になりました。図書室は、北 26条に調査部職員の利用のため
蔵書の一部を移していましたが、現在地への移転により蔵書の分散は解消できました。現在は 3代目の図書室となります。それまでの他
の用途の部屋の転用とは違い、初めて図書室として設計されたものとなりました。それはそれまでの「職員のための図書室」から「公開
もされる図書室」へ変わる時でした。
　蔵書は設立時に 1400 冊程でしたが、34年を経て現在 10万冊程になりました。書架の数で見ると、5台から 300台程に増加しました。
設立時から公共事業・民間の開発が盛んで、全国で発掘調査が多く行われていました。そのため、開発に伴う発掘調査で刊行された多く
の報告書が全国の関係機関から寄贈され、当センター図書室の蔵書として利用されています。そして、当センターからも公開と調査研究
に利用いただくため全国の関係機関へ寄贈しております。報告書の作成には、他機関の報告書などの刊行物が、欠くことの出来ない資料
です。報告書の発行部数は少なく、多くの図書館に備えられる訳ではありません。ごく一部の図書館・図書室にしか所蔵されません。また、
遺跡は調査の後にはごく一部、史跡などとして保存される以外はもう見ることができません。たとえ数ページの報告書でも、その遺跡に
とって情報の全てであることが多々あります。これら蔵書の目録は、江別に移転してくるまで手書きで作成・コピーしていました。まだワー
プロも普及していない時期でした。それが、現在はパソコンで蔵書のデータベースを作成し、蔵書を検索できるようになりました。また、
インターネットでは図書の所蔵先を探し出し、なおかつ文献を読むことさえできるように変わりました。「埋蔵文化財センター図書室」は
公共図書館ではありませんので、あらゆるジャンルの図書があるわけではありません。「発掘調査報告書」「考古学」「文化財」「埋蔵文化
財」と関連分野に関するものがほとんどです。これらについてお調べになりたい時は小学生でも大人でも、お気軽にお問い合わせください。
そして、埋蔵文化財センター図書室をご利用ください。

［図書室 Q ＆ A］

　［図書室は何処にありますか？］

　北海道立埋蔵文化財センター本館の１階にあ
ります。入口正面に受付のカウンターがあり、
その横に開架の図書・雑誌があります。そばの
閲覧スペースでご覧いただけます。また、閉架
部分にある蔵書もご覧いただけますので受付に
お申し出ください。
　［どんな本がありますか？］

　当センターが発行した 300冊に及ぶ発掘調査報告書をはじめ、全国の発掘調査報告書、関
連分野の文献を所蔵しています。また、児童書も所蔵しています。
　［どんなことができますか？］

・著作権法に沿って、調査研究のために必要な文献の複写が有料でできます。
・児童の調べ学習のための図書があります。勾玉づくり・火おこし・アンギン等の体験学習コー
ナーと合わせて利用することにより、自由研究をすることができます。
　［いつ図書室を利用できますか？］

　北海道立埋蔵文化財センターの開館日・開館時間にご利用できます。休館日は月曜日ですが、
臨時休館等がありますので行事予定表・ホームページをご覧になるか、お問い合わせください。
　［どうして埋蔵文化財センターに図書室があるのですか？］

　埋蔵文化財センターでは遺跡の発掘調査を行っています。そして、整理作業の後、調査結
果をまとめ報告書を作成します。報告書の作成過程でいろいろな文献を調べる必要が出てき
ます。例えば「他の遺跡で同じ型式の土器の出土例がないか」、「この石器は何という石で作
られているか」、「この火山灰の層はどの火山がいつ噴火した時のものか」などを調べるため、
考古学、埋蔵文化財に関する資料の他に「関連分野」と言われる分野の図書も調査のため必
要となっています。そのために図書室があり、資料を充実すべく、これからも図書の収集が
続きます。

（第１調査部普及活用課　主査　藤本　昌子）

開架の図書・雑誌

センター刊行報告書（右書架）

○埋蔵文化財センター図書室について

閲覧スペース

受付カウンター
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　今年は例年にない大雪にみまわれ、玄関前の雪かきや駐車場の除雪に苦労された方が多い
と思います。また、この大雪のために国道や道路の路肩に雪が高く積り、視界が悪く、出入
りや右左折にも苦労されたのではないでしょうか。そんな時、ふとロータリー式除雪車が通
り過ぎた雪山に目を向けると、綺

きれ い

麗な横縞
しま

模様を見ることができます。真っ白な帯状、やや
煤けた縞状模様、白や茶色のマーブル模様などが芸術作品のような層になっています。これ
は遺跡内の土層堆積と同じように、自然に降積もった雪と除雪車が積上げた雪が作り出した
ものです。まるで縄文時代の「盛土遺構」の断面のようです。下に堆積している雪が古く、
上に積もった雪ほど新しい堆積です。このひと冬限りの美しい縞模様の雪屏

びょうぶ

風も、近づく春
の雪溶けとともに薄汚れ、いずれは融けて無くなってしまいます。同様に、遺跡発掘で確認
された土層も調査が終わると土木工事等によって掘削や埋め立てのために失われてしまいます。
　さて、前置きが長くなりましたが、遺跡の発掘調査では、時代や環境を知る上で、土

どじょう

壌堆積の状況を正しく理解し、記録することがもっ
とも大切です。一般的には堆積土壌の色、固さ、粒度、粘性、混入物の有無などの土質・土性、標高と傾斜、遺構の有無などの情報を文

字化し、縮小図面、写真撮影によって記録保存しますが、実物にはかないません。特に貝塚
や盛土遺構、低湿地遺跡などの特殊な遺跡の場合には、土壌堆積が複雑で、土質や土性を正
確に把握することが難しく、介在物の状態までをきめ細かく記録するには豊富な知識と経験
が必要となります。このような遺跡では発掘時に動・植物遺体、降下テフラ、腐植土、花粉、
珪
けいそう

藻などのサンプルを多数採取し、あらゆる科学的な分析や同定を行い調査します。ところが、
採取層の再確認の必要があっても、発掘が終了してしまうと二度と同じ堆積を見ることがで
きません。そのため、以前の発掘調査では、鉄枠や木枠を作って土層面に押し込んだり、ア
ルマイト製の弁当箱を押し付け、厚い板状（モノリス）にして堆積土壌を採取し、比較・検
討していました。しかし、採取時に亀裂が入り、ボロボロに崩れ、乾燥すると収縮変形したり、
植物やカビが発生するなど、元の状態のまま保管することは非常に難しかったのです。

　そこで開発されたのが「土層断面剥
は

ぎ取り転写法」です。原理はお化粧のパックに似た簡単な方法です。強力な接着樹
じゅ し

脂を平滑化した
土層断面に塗り付け、土壌を剥がし取る技術です。調査後に失われてしまう土壌堆積の断面を表面のひと皮だけ剥がして、裏打ちした布

に貼付け、実物の貝層や重なり合う土器片などをジュウタンのように丸めて研究室に持ち帰ること
ができるのです。剥ぎ取った土壌は水洗し、透明な樹脂を吹き付け、現地同様の鮮明な濡れ色に調
整します。これを必要に応じて、板や壁に貼り付けて活用します。不動産である遺構の堆積断面や
表面を動産品として活用することを可能とした画期的な調査方法のひとつと言えます。この方法が
一般的となったのは1980年に当時の奈良国立文化財研究所保存科学研究室で専用のエポキシ樹脂と
ポリウレタン樹脂が開発され、表面処理にイソシアネート系樹脂やアクリル樹脂を使用するように
なってからのことです。
　以上のように、土層断面剥ぎ取り転写法は、失
われた遺跡の詳細な層位や遺構断面の実物を室内
で精査・再検証でき、調査者間や研究者への説明、
地域住民や一般見学者への解説、学生の指導材料
などとして、臨場感にあふれる実物標本となりま
す。現在では地学分野の火山堆積物や津波堆積物
の調査研究においても欠かせない技術となってお
り、多くの自然系博物館やネイチャーセンターな
どでも展示・活用されています。また、この方法
を応用して、遺跡平面や遺構の立体剥ぎ取り転写法
が開発され、最近では多くの博物館や遺跡ガイダンス施設に遺跡そのものが復元されています。ま
だ道内にはありませんが、博物館内に発掘調査現場をリアルに再現し、ミニテーマパークのように、
見学者が復元された発掘現場を知ると共に、考古学や調査員の仕事を経験できるようにした体験型

の施設が増えてきています。
　当センターでは、土層剥ぎ取り標本の作製
指導を行うと共に、道指定史跡の函館市恵

えさ ん

山
貝塚や斜

しゃ り

里町朱
しゅえんしゅうていぼ

円周堤墓をはじめ、道内各地
で剥ぎ取った土層を博物館や資料館で展示・
活用いただいております。また、道立センター
では、道内各地の火山テフラや標準土層を保
管・展示しています。
（第1調査部第1調査課　課長　田口　尚）

○保存処理室からのメッセージ②     土層断面剥ぎ取り転写法について

土層断面剥ぎ取り　

千歳市キウス４遺跡

道路脇に堆積する雪の模様

土層断面剥ぎ取り　活断層（富良野市）

土層断面剥ぎ取り　函館市恵山貝塚

立体剥ぎ取り　擦文住居跡のカマド（北大構内）
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◆交通案内◆
・JR大麻駅から、徒歩約20分
・新さっぽろバスターミナル発
　　・JRバス（文京台線循環新83）
　　・夕鉄バス（文教通西）に乗車
　　　「くりの木公園前」下車、徒歩5分
　　・JRバス・夕鉄バス（江別方面行き）に乗車
　　　「北翔大・札学院大前」下車、徒歩15分

平成24年度発掘調査成果展ポスター

期間：平成 25年３月 30日 ( 土 ) から６月 23日（日）

場所：北海道立埋蔵文化財センター　

　　　エントランスホール（「円筒土器」の森）・常設展示室

内容：出土遺物や写真、解説パネルで遺跡調査の成果を紹介します。

【遺物とパネル等で紹介】

福島町	 館崎遺跡	 縄文時代前期・中期土器群（「円筒土器の森」）

木古内町	 大平遺跡	 縄文時代前期・中期土器群（「円筒土器の森」）

木古内町	 大平４遺跡	 縄文時代フレイク集中出土遺物

北斗市	 館野６遺跡	 縄文時代前期・中期土器群（「円筒土器の森」）

北斗市	 館野２遺跡	 縄文時代中期石皿、石棒

長沼町	 幌内Ｄ遺跡	 続縄文時代土器、石器

木古内町	 札苅６遺跡	 縄文時代土器、石器、石製品

せたな町	 都遺跡	 縄文時代土器、石器

厚真町	 オニキシベ１遺跡	 縄文時代土器、石製品（玉など）

厚真町	 朝日遺跡	 縄文時代晩期人骨、獣骨、石棒、土偶、玉など

保存処理未公開資料

【パネル・写真で紹介】

千歳市キウス 11遺跡、木古内町釜谷 8遺跡、

北斗市当別川左岸遺跡、芦別市野
の

花
か

南
なん

周堤墓群など 

 
　

日時：平成 25年４月 20日（土）　13:30 ～ 16:30

場所：北海道立埋蔵文化財センター　２階研修室

内容：展示遺跡についてスライドを用いて解説します。

　　　報告終了後、発表者による展示解説を行います。

○平成24年度発掘調査成果展のご案内

○平成24年度発掘調査報告会のご案内

○平成25年度の祝日開館日

4 月 29日（月）昭和の日、5月 3日（金）憲法記念日、5月 4日（土）みどりの日、5月 5日（日）こどもの日、

9月 16日（月）敬老の日、9月 23日（月）秋分の日、10月 14日（月）体育の日、11月 3日（日）文化の日

○平成25年度の臨時休館日

平成 25年 12月 25日（水）から 12月 28日（土）、平成 26年３月 25日（火）から３月 28日（金）

○お知らせ


